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まじめに、おもしろく、

みんなでつくった総合計画も折り返し地点。

5年間、町民一人ひとりの「やってみよう」という

気持ちが存分に発揮されるまちづくりに

　「チームさかわ」で取り組んできました。

こうした様々な取り組みの“今"を

３回にわたって紹介しています。
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2020 今後10年、特に力を入れるべきだと思うもの（行財政分野）

2014

行財政

引き続きわかりやすい情報発信に努めながら、きめ細かく機動的な財政運営

を行い、みんなでつくった佐川町の未来像の実現に取り組んでいきます。

2014
行財政関して 寄せられた、ご意見・アイデア。

　～将来を見据えた財政運営～
佐川町の財政は、収入のうち町税などの自主財源は約 1/4 であり、残りの約 3/4 は国、県
からの補助・交付金や借金である町債に依存しています。決して余裕があるわけではありま
せんが、近年は国の地方創生施策やふるさと納税等を積極的に取り込むことで、財源確保を
図っています。その結果、財政の健全性を示す健全化判断比率は、５つの指標全てが改善を
要する基準を大きく下回っており、将来の行政のニーズにも対応できる健全な財政運営がな
されています。
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５年間を振り返る動画を作成しました。
ぜひご覧くだい !

役場公式YouTube

2014

　～ 財政運営～
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令和 3年

№ 573

人口と世 帯 (2/1 現在 )

総人口　12,519人 (－  2)

　男　　 5,892人(＋  4)

　女　　 6,627人(－  6)

世　帯　 6,050戸(＋  6)

(　)内は前月比

佐
川
町
な
ら
で
は
化
石
発
掘
や
山
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草
な
ど
地

域
資
源
を
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し
た
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グ
ラ
ム
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博
」
が
、

今
年
も
開
催
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健康と福祉

令和２年８月、「ぷらっとホームさかわ」が開所しました。この施設は、

認知症にも対応したグループホームと、高齢者だけでなく障害者も利

用できる共生型小規模多機能型居宅介護事業所の二つの役割を持っ

ており、町内では初めて介護保険サービスと障害福祉サービスの両方

を一か所で提供できるようになりました。施設の 1 階には、高齢者

や障害者が地域住民と交流できるスペースが用意されており、これを

活用して共生社会の実現につながる活動が期待されています。

共生社会の実現に向けて「ぷらっとホームさかわ」オープン！

　特定健診
平成 27 年度に特定健康診査の自己負担を無料化。

28 年度には第５次佐川町総合計画に「健康診断

受診の習慣化の促進」を盛り込み、様々な取り組

みが展開されています。多くの町民がこれらに参

加し、健康づくりの意識も高まっています。

特定健康診査受診率
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981人

29.67％
受診者数

42.34％
受診者数

健康と福祉

～住民の健康増進と支え合い活動の拠点として大活躍～
　誰もが利用できる地域福祉の拠点施設「あったか

ふれあいセンター」と住民による地域活動の拠点施設

「集落活動センター」が、町内５地区（佐川地区はあっ

たかふれあいセンターのみ）に整備されました。

　両センターとも県の地方創生施策を取り入れた施設

ですが、これらにいち早く取り組んだ佐川町では、佐

川地区を除き両センターが一つの建物にあり、しかも

運営を各地域の活動団体が担っている点が他の市町

村にはない「佐川スタイル」とも言うべき大きな特色

となっています。

まさに、“チーム佐川”を象徴する施設と言えます。

「集い」「訪問」「送迎」「生活支援」「交わる」

「学ぶ」「相談」「つなぎ」といった、身近に

寄り添う支援を地域と連携したイベントと組

み合わせて実施するなど、各地域のスタッフ

が工夫して特色ある取り組みを展開し、利用

者が年々増加しています。個人宅への見守り

訪問のほかに、百歳体操グループへの訪問活

動を実施するなど、住民の困りごとなどの相

談や、地域課題を拾い上げる機会となってい

るほか、孤立防止にもつながっています。

2014 みなさんから寄せられた ご意見やアイデア。

あったかふれあいセンターとかの　あおぞら食堂の様子　

「あったかふれあいセンター」

「集落活動センター」
各地区とも住民主体の特色ある地域づくり活動が活発

に行われ、住民同士のつながりを維持しながら地域の

活性化に役立っています。

H27　　　　H28　　　　H29　　　　H30　　　 　R1　　　 　R2　　　　R3

高齢者福祉施設

保険、医療対策

心身障害者、児童、母子などの福祉施設

コミュニティの活性化対策

　　スポーツの振興

2020今後10年、特に力を入れるべきだと思うもの（健康と福祉分野）

2014

41.5

34.2

17.4

高齢者福祉施設は、１４ポイント以上の大きな改善が見られますが、今後も更なる健康と福祉の充実

にむけ努めていきます。

集落活動センター利用人数
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653人

35.7

31.5

17.3

54.940.8

18.815.6

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

あおぞら(斗賀野) くろいわ(黒岩) たいこ岩(尾川)加茂の里(加茂)

あったかふれあいセンター利用人数 及び 実施箇所

28463人

33851人

38983人
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地震などの防災対策

道路交通網の整備

下水道の整備

防犯、風紀対策

交通安全対策

情報社会への対応

上水道の整備

消防などの防火対策
2014

地震対策や、防火などには改善が見られますが、社会インフラの整備に関しては様々な対策が

望まれています。今後もしっかりとしたまちづくりに取り組んでいきます。　

安全・安心

　着 と々進む町内ネットワーク整備
現代の生活や仕事に欠かせない情報通信環境。佐川町では、

NTT 西日本による民設民営方式で整備が行われ、これまでに

固定電話回線が通っているエリアの 97.28％まで光通信の整

備が進んできましたが、国の制度も活用して令和３年度中には

整備率 100％となる見込みとなっています。テレワークの推進

や役場などの公共施設の ICT ネットワークの構築にも着手し、

令和３年度には完成する予定です。役場内はもとより、町民と

役場、町民同士のコミュニケーションが益々活発になり、チーム

佐川でのまちづくりが一層進展することが期待されています。

2020今後10年、特に力を入れるべきだと思うもの（安全・安心分野）

安全・安心

～町民の安全•安心な生活を支えるインフラ整備は この５年間で着実に進んでいます～

公共交通が行き届いていない地域の移動の便を改

善するため、「さかわぐるぐるバス」が平成 29

年から運行を開始しました。1 便当たりの乗車人

数は、当初の 1.3 人から令和元年には２.４７人

に上昇。町民の身近な足として定着しつつありま

す。さらなる利便性向上のために、毎年、住民か

ら聞き取りを行い、運行経路やダイヤの見直しを

行っています。

  急がれる住宅の耐震化
地震による建物の倒壊は、地震火災の発生

や道路をふさぐことによる避難や救助活動

の妨げにもなってしまいます。甚大な被害

が予測される南海トラフ地震による被害を

最小限にとどめるため、佐川町では平成

17 年から耐震化事業に着手し、住宅の耐

震化や老朽住宅の除却に積極的に取り組

み、耐震診断、設計、改修の件数も平成

28 年から大幅に増加しています。

佐川町では住民の日常生活や、いざという時の

安全・安心に不可欠な基本インフラである道路、

橋梁、トンネルなどを順次整備してきました。

これらの多くは老朽化が進んでいますので、国

の方針に基づき、将来の安全･安心の確保に向

けて計画的な維持管理や更新等の取り組みが進

められています。

山野草デザインのバス、
今日もぐるぐる佐川を巡る！

事業毎実績
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耐震設計 耐震改修耐震診断

51％
住宅耐震化率

60％
住宅耐震化率

2014
安全・安心に関して 寄せられた、ご意見・アイデア。

中心部ぐるぐる線 郊外線 合計

さかわぐるぐるバス本格運行開始以降の利用者数推移

生活に欠かせない道路・橋梁の長寿命化

さかわぐるぐるバス 路線図と運賃

①中心部ぐるぐる線　　 100円/回

②～⑩その他の郊外線　200円/回

〈運賃〉

①月曜～金曜に８回運行

②～⑩月曜～金曜のいずれか1日に

　　　4.5回運行

〈運行回数〉

改修前 改修後

老朽住宅除去前 除去後

40.2 37.5

23.5 23.7

19.2

21.3

23.7

19.9

20.5 20.7

13.0 18.3

10.3 12.6

12.210.8

201420142014

耐震化工事後の強化部の様子
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